
令和８年１１月８日発行　鶴岡市温海庁舎地域づくり推進課 

地域おこし協力隊を経て、温海に新たな場所を

～子どもから大人まで集えるコミュニティスペース作りへの挑戦～

質問 地域おこし協力隊に応募され、温海地域に移住したきっかけを教えてください。

鈴木 元々は羽黒出身で、京都で学校以外の場所での若者支援や学習支援の仕事に携わっていました。

地元に戻るタイミングを探していた際、たまたま募集を見つけたのがきっかけです。

正直なところ、最初は「温海だから」という理由ではなく、京都でやってきた大好きな支援活動を

地元でも続けたいという思いが先行していました。温海地域も名前を知っている程度で、１、２回

しか訪れたことがない未知の土地だったのです。しかし、やりたい活動内容が合致していたため応

募を決意しました。

質問 ３年間の協力隊活動の中で、特に心に残っている出来事はありますか？

鈴木 活動では小中学生の勉強サポートや放課後の居場所作り（未来塾など）を中心に、各集落を巡った

り温海ふれあいセンターで地域の方々と交流したりしてきました。

特に嬉しかったのは、開設した場所に昔関わった生徒が訪ねてきてくれたことです。協力隊１年目

の学習支援で出会った当時中学３年生の子が、高校を経て就職が決まった際、「お世話になったか

ら報告したくて」と訪ねてきてくれました。日々気にかけながら関わっていたことが、何年も経っ

てから確かな繋がりとして結実したことを実感し、深く心に残っています。

質問 任期終了後に開設されたコミュニティスペースは、どのような場所を目指していますか？

突然ですが、４名、７名。この数は何だと思いますか？

実はこの数は、令和８年度のあつみ小学校、鼠ヶ関小学校の新１年生の児童数です。他の地域と同様に少

子高齢化に歯止めのかからない温海地域において、令和８年３月にコミュニティスペースを開業した若き

オーナーがいます。

温海地域の出身ではない彼女が、子どもの少ないこの地に移住し、なぜコミュニティスペースの開業に

至ったのでしょうか。

今回の「ふるさと通信」は、イベントではなく「人」にスポットをあててお届けします。

鶴岡市羽黒町出身。高校を卒業後、京都女子大学教育学部へ進学。卒業後、自治体職

員を経て、京都市ユースサービス協会に勤務。令和５年５月に地域おこし協力隊

（※）として温海地域にＵターン移住。任期中は、温海地域の中学生の学習環境を充

実させる事業などに携わる。令和８年３月の任期満了と同時にコミュニティスペース

「トーチてらす」をオープン。「明かりを灯す、未来を照らす。」という願いが込め

られている。

※都市部から移住し、地方自治体から委嘱を受けて地域の活性化や生活支援活動を行いながら、

地域への定住を目指す総務省の制度。鈴木 けい さん

プロフィール



質問 今後の夢や、首都圏などにいらっしゃるふるさと温海会員の皆様へのメッセージをお願いします。

鈴木 温海地域には魅力的な人々がたくさんおり、私自身もその一人として長く暮らし、お世話になった

地域へ恩返しをしていきたいです。今利用している子どもたちが大人になり、また違う形でこの場

所を使ってくれるような循環が生まれたら嬉しいですね。また、首都圏など遠方にいらっしゃる会

員の方や地元出身の方々が帰省された際にも、気軽に集まれる場所として活用していただきたいで

す。同窓会と思い出話の場としてぜひお立ち寄りいただき、皆様のお話を聞かせていただければ幸

いです。
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「トーチてらす」の前で（鈴木さん）

鈴木 子どもから大人まで、１人でもふらっと立ち寄って勉強や好きな過ごし方ができる自由な場所です。

温海地域は集落ごとの繋がりが非常に強い地域ですが、集落や世代を超えた横の繋がりが生まれれ

ば、さらに面白い地域になると感じていました。特定の年代や人に限らず誰でも集えるハブとなり、

ここから新しい活動や面白い繋がりが生まれる起点にしたいと考えています。

山形新聞２０２６年５月２３日

コミュニティスペース

「トーチてらす」ＨＰはこちら▼

帰省した際は、

お気軽にお立ち寄り下さい！

鶴岡市公式ＹｏｕＴｕｂｅチャンネルはこちら▼

「鶴岡市役所６０秒広報室」などのショート動画

を配信中です！ぜひＱＲコードからご覧ください


